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【目的】骨肉腫ではがんモデルが入手しにくく、治療の開発が停滞している。我々は骨肉腫

胞株を用いた統合解析によって、チロシンキナーゼとチロシンキナーゼ阻害薬を同定した。

【方法】手術検体から樹立した細胞株を用いて、ペプチドマイクロアレイでの網羅的チロシ

ンキナーゼ活性解析と FDA 承認の 25 種類のチロシンキナーゼ阻害薬の感受性試験を行っ

た。【結果と考察】網羅的チロシンキナーゼ活性解析では、活性が高いチロシンキナーゼが

4 種類同定され、そのうち 3 種類が 5 剤のチロシンキナーゼ阻害薬の治療標的で、感受性試

験で細胞増殖抑制効果を認めた。抗がん剤感受性試験では細胞増殖抑制作用を 9 剤で認め

た。そのうち標的の活性が高いチロシンキナーゼ阻害剤は 5 剤で、4 剤ではチロシンキナー

ゼ活性が高くなかった。骨肉腫細胞株での統合解析はチロシンキナーゼ活性が強く、細胞増

殖抑制効果が高い抗がん剤を同定でき、骨肉腫の治療探索に役立つ。 


